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特集●若者を性感染症から守る
花柳病から性感染症へ─性感染症の過去，現在，未来

札幌医科大学名誉教授，日本臨床男性医学研究所 熊本 悦明

若者の性感染症に関連する知識や性行動，性意識の現状 NPOぷれいす東京代表 池上千寿子

性感染症の発生動向と最近のトピックス 東京慈恵会医科大学感染制御部 小野寺昭一

HIV/AIDS治療の現状と課題 国立国際医療センターエイズ治療・研究開発センター 立川 夏夫・岡 慎一

周産期における性感染症のリスクと対策 石川県立中央病院いしかわ総合母子医療センター 山田 里佳・他

性感染症対策の現状と課題─地域での取り組み 神戸市兵庫区保健福祉部 白井 千香

若者を性感染症から守る健康教育 東京医療保健大学医療保健学部看護学科 渡會 睦子

●視点
もっとポピュレーションアプローチを 近畿大学医学部公衆衛生学 伊木 雅之

●トピックス
学会創立 80 周年記念・第 81 回日本産業衛生学会企画の背景(6 月 25∼27 日，札幌)

北海道大学大学院医学研究科予防医学講座公衆衛生学分野 岸 玲子

●特別記事
座談会「死の迎え方」の日本文化論 岡部 健・竹之内裕文・桐原 健真・相澤 出
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編集室通信

小誌で2004 年 9 月から2 年間の連載「赤
いコートの女―女性ホームレス物語」が単行
本となり，明石書店より発行です．著者の宮
下忠子さんは山谷地区の医療相談員として
20 年働き，路上生活者に寄り添い続けてい
る方です．本連載は著者が知的障害を持つ
女性ホームレス・波さんを支援し続け，自
立・自律へと繋げたドキュメンタリー．連載
終了後「うちで単行本にさせて下さい」と社
会科学系の出版社・明石書店さんから請わ
れました(ありがたいこと！)．こうして「公衆衛
生」から一般社会に，「あの子」は巣立ちま
した．「黒いジャンパーの女」の書き下ろしも
加えられ，この度，素敵な本として生まれ変
わったのです．「本当の支援」について考え
させられる名著，ぜひお読み下さい．(野中)

(担当/野中・今田)
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うつ病については，マスコミ等でも度々取り上げられるよう

になってきていますが，まだまだ市民には十分に理解されて

いないように感じています．そのため，うつ病に罹患し苦し

んでいるにもかかわらず，医療機関を受診していない人が

まだ多数存在しているのではないかと思います．また，「う

つ病はこころの風邪」といった表現もかえって誤解を招き，

うつ病患者への職場での対応や，家族の理解を誤らせて

しまっている例もあるのではないかと思います．

そこで，うつ病についての市民の理解を深めるための第

一歩として，われわれ公衆衛生従事者がより詳しい知識を

持つこと目的に，うつ病を特集に取り上げました．

本特集では，うつ病についての最新の知見をはじめ，あ

まり知られていない子どものうつ病や若者のうつ病，高齢者

のうつ病の特徴，女性のライフサイクルとうつ病などについ

てご執筆いただきました．現在社会問題化している子ども

のいじめや不登校，若者の引きこもり等にうつ病が関係して

いる可能性があり，また独居高齢者が増え続けている現

在，高齢者のうつ病は大きな問題と思われます．特集をお

読みいただき，健康相談をはじめとして，地域でのうつ病

支援の場面にお役立ていただければと思います．

私も最近，何だか鬱々とした日々を送っています．ただ

これは春になり何となくの憂鬱で，うつ病ではないようです．

(西田茂樹)

あ と が き
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